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Abstract: The unmarried rate in Japan has been rising, contributing to declining birth rate. In particular, the 

decrease in traditional opportunities for meeting potential partners, such as workplace relationships and 

arranged marriages, has led many individuals to seek alternative ways to form romantic relationships. This 

study focuses on individuals who have actively engaged in self-directed dating through various dating tools, 

including matchmaking apps, matchmaking agencies, and introductions by friends and acquaintances. 

Through a survey conducted among 124 participants who have used dating tools and successfully met 

their romantic or marital partners, this study examines how different dating tools influence the process of 

forming relationships and how users’ living environments and characteristics affect their choice of tools. The 

findings reveal several key observations: (1) the process leading to a relationship varies depending on the 

dating tool used, with matchmaking agencies and matchmaking parties involving a more deliberate selection 

process, while dating apps allow for quick matching but face-to-face meetings may be limited, (2) living 

arrangements impact tool selection, as individuals who use matchmaking agencies are more likely to live 

independently, whereas those who rely on introductions by acquaintances tend to live with their parents. (3) 

communication styles influence dating tool choice, as people confident in face-to-face conversations are more 

likely to use matchmaking parties, while those who prefer one-on-one communication or structured support 

may choose marriage consultation services. 
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１． はじめに 

日本の少子化が加速している。2024年の出生数は前年より 5.7%減の 68万 6061 人となり、1899

年に統計が始まって以来、過去最少となった（厚生労働省, 2025）。この出生数の減少には複数の

要因があるが、特に未婚化の進行が大きく影響していると指摘されている。2021年に実施された

国勢調査では、50 歳時の未婚率が男性 28.3%、女性 17.8%に達し、過去最高を更新した（国立社

会保障・人口問題研究所, 2022）。日本では婚外子の割合が 2.4%と低く（内閣府, 2022a）、結婚を前

提としない出産が一般的ではないため、未婚率の上昇はそのまま出生数の減少に直結している。 

未婚化の理由はさまざまだが、近年の未婚率の上昇は経済的な問題よりも恋人などの親しい関

係を築くことが難しい人が増えていることが影響していると指摘されている（岩澤・余田, 2024）。

結婚を望んでいるものの恋人がいない未婚者は「適当な相手にめぐり会えない」、「異性とうまく

つきあえない」、「恋愛の仕方がわからない」などの理由を挙げており（国立社会保障・人口問題

研究, 2022; こども家庭庁, 2024）、これは出会いの機会や異性との関係を築く環境の不足とも関連

している。 

見合い結婚や職場での縁による結婚といった、かつて主流だった結婚のあり方が衰退したこと

で結婚に至らない人が増えている（岩澤, 2010）。かつては親族や仲人が結婚相手を紹介し、当事

者の結婚を支援する役割を果たしていたが、そうした仲介者の関与が少なくなったことで未婚者

は自ら行動して交際相手を見つけ、関係を築くことが求められるようになった。 

こうした背景を踏まえ、筆者は、職場や学校といった日常の中で偶然生じる「自然な出会い」

ではなく、未婚者が自らの意思で交際相手を求めて行動した結果生じる「自律的出会い 3)」に着目

し、研究を続けてきた。特に、マッチングアプリや結婚相談所などの出会い支援サービス、およ

び友人・知人の紹介といった「出会いのツール」を通じて形成される関係発展プロセスにおける

コミュニケーション行動を分析してきた。 

本稿では、多様な出会いのツールに着目し、それらを利用する未婚者の実態を探っていく。 

 

２． 恋愛市場の変化とコミュニケーション学的研究の必要性 

日本の婚姻率を支えていた見合い結婚や職縁結婚が衰退したことにより（岩澤・三田, 2005; 岩

澤, 2013）、恋人を求める人びとは自ら行動し、関係を築く必要が生じている。現在では、マッチ

ングアプリや結婚相談所といった出会いの場が提供されているものの、第三者の介入が減少し、

交際の進展は当事者のコミュニケーション能力に大きく依存するようになっている（田中, 2011; 

山田・白河, 2008）。 

さらに、インターネットの普及により、日常生活では出会えない相手とつながる機会が増える

一方で、恋愛競争が激化し、自己表現力や対人スキルの違いが恋愛の成否を左右する状況が生ま

れている。Heino ら（2010）は、マッチングアプリの利用者がプロフィールや人気度を基に相手を

選ぶ様子を relationshopping（関係の買い物）と表現し、オンラインの恋愛市場では相手に良い印

象を与えるために自分を魅力的に見せる工夫となる自己ブランディングが重要な要素であること

を指摘している。マッチングアプリでは、プロフィールが履歴書のような役割を果たし、良い面

が強調され、欠点は控えめに表現される（Ellison et al., 2006）。同時に、利用者はプロフィールの

閲覧数やメッセージの返信率といった数値を通じて自分の市場価値を把握し、反応が悪ければ写

真や内容を変更するなど、自己表現を戦略的に調整する行動も見られる（Heino et al., 2010）。 
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また、マッチングアプリの利用戦略を調査した LeFebvre（2018）は、利用者が交際相手の条件

を設定し、候補者を絞り込み、写真やプロフィールを通じて自分を魅力的に見せ、異性のプロフ

ィールを解釈して相手の価値を判断するなど、対話が始まる前からコミュニケーションが行われ

ていることを指摘している。 

さらに、Finkelら（2012）は、オンラインでの出会いが対面での出会いとは異なる関係発展のプ

ロセスを持ち、従来とは異なる戦略が求められることを指摘している。例えば、出会いの選択肢

が多すぎることで非効率な選別につながる可能性があるため、候補をある程度絞り込み、プロフ

ィール上で魅力的に見える相手ばかりに注目しすぎないことが推奨されている。また、すべての

希望条件を満たす相手にこだわるのではなく、ある程度柔軟な姿勢で相手を検討することも重要

とされている。さらに、他のプロフィールと差別化を図るために自分らしさや特徴が伝わるよう

に自己紹介文を工夫することも求められる。 

同時に、恋愛経験の少ない若年層の増加も指摘されている。内閣府（2022b）の調査によると、

20～30 代の独身者のうち「恋人として交際したことがない」と回答した割合は、女性で 24.1%、

男性で 37.6%に上り、特に 20代男性では約４割が交際未経験であった。また、交際相手を持たな

い 20～30 代の男女の多くが、「異性に対して魅力がないのではないか」、「どのように声をかけれ

ばよいかわからない」、「恋愛交際の進め方がわからない」などの不安を抱えている（内閣府, 2022b）。

出会いの機会が広がる反面で、実際の対人関係の構築に苦手意識を持つ人が少なくないことが示

唆されている。 

このように、恋愛市場の変化とともに対人コミュニケーションの重要性が増しているが、国内

の恋愛・結婚に関する研究は主に社会学の分野で蓄積されてきた（永田・大杉, 2019）。未婚化や

婚活市場の動向、社会的背景に関する分析は進んでいるが、個人間の相互作用に焦点を当てたコ

ミュニケーション学的視点からの研究は十分に行われていない。恋愛や結婚の過程では、関係構

築の初期段階における自己呈示や自己開示の方法が重要な役割を果たすが（Altman & Taylor, 1973; 

Berger & Calabrese, 1975; Goffman, 1959）、出会いの場の違いによる第一印象の形成や対話の進め方

の違いが、交際の進展にどのような影響を与えるのかについては、さらなる分析が求められる。 

そこで、本研究では、出会いのツールごとに異なる関係構築の特徴や、利用者のコミュニケー

ションスタイルがツール選択に与える影響を検討し、恋愛・結婚におけるコミュニケーションの

役割を明らかにすることを目的とする。 

 

３． 異性の交際相手と知り合うきっかけ 

未婚者が異性の交際相手と知り合うきっかけは、インターネットの普及によって大きく変化し

ている。国立社会保障・人口問題研究所が約５年ごとに実施する全国標本調査では、「異性の交際

相手と知り合ったきっかけ」を調査しているが、2021 年の調査（2022年報告書発行）では、ソー

シャルネットワーキングサービス（SNS）やマッチングアプリなどのオンラインサービスを想定

した「ネット（インターネット）で」という選択肢が新たに追加された。調査の結果、交際相手と

インターネットで知り合ったと回答した割合は、男性 11.9%、女性 17.9%となり、未婚で恋人また

は婚約者がいる男女の 10人に１人以上がオンライン上で出会っていることが明らかになった。 

加えて、明治安田生命（2024）が同年 10月に実施した調査によると、調査から１年以内に結婚

した夫婦の出会いのきっかけとして「マッチングアプリ」（29.8%）が前年に続き最多となった。
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この結果からも、オンラインサービスを活用した出会いが一般化していることがうかがえる。 

一方、国立社会保障・人口問題研究所（2022）の調査によると、「職場や仕事で」知り合った割

合は、前回調査（2015年）の 28.2%から、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた 2018年 7

月～2021 年 6 月の結婚では 21.4%に減少した。その反面、結婚を前提とした紹介を通じて相手と

出会う「見合い結婚 4)」の割合は、6.4%から 9.0%へと増加している。特に、妻の初婚年齢が 30代

以上の夫婦では見合い結婚の割合が高く、30～34歳では 13.3%、35歳以上では 26.9%に達してい

る（国立社会保障・人口問題研究所、2022）。このことから、日常の偶然の出会いによる交際が減

少しているのに反して、オンラインを活用した出会いや、結婚を前提とした紹介制度を通じた出

会いが増加していることが示唆される。 

こうした状況のもと、出会い支援サービスは多様化しており、テクテク株式会社（2019）が示

すように（図１）、さまざまな選択肢が提供されている。しかし、これらのサービスはすべて交際

相手を探す未婚者のための場として機能するものの、マッチングの仕組みや利用の文脈には違い

があり（表１）、交際に至るプロセスやコミュニケーションの特徴にも差が生じると考えられる。 

友池（2023）が恋活・婚活を経験した人を対象に実施した調査では、利用者は自身の環境や年

齢に適した出会いのツールを選択していることが明らかになった。例えば、初めて利用した出会

いのツールと当時の年齢を分析した結果、18〜21歳では「友人または知人の紹介」が最も多かっ

たのに対し、22〜28歳では「マッチングアプリ」の利用が最多だった。この傾向は、大学在学中

は友人関係を通じた紹介の機会が多いが、社会人になると職場での出会いが中心となり、自由時

間の制約から自分の都合に合わせて利用できるマッチングアプリを選択する人が増えることを示

唆している。 

また、同研究（友池, 2023）では、各出会いのツールにはそれぞれメリット・デメリットがあり、

効果的に活用するためには、自身の性格や目的に合ったものを選ぶ必要があることが示唆された。

例えば、マッチングアプリのメリットとして、利便性の高さ、会員情報の充実度、価値観や趣味

が一致する相手を探しやすい点が挙げられた。一方、デメリットとしては、メッセージのやり取

りの手間、相手の情報の信頼性への不安、必ずしも真剣交際を求める人ばかりではない点、そし

てオンライン中心の関係構築による対面コミュニケーションの不足が指摘された。 

友池（2023）の調査では、利用者がどの出会いのツールを選択するかの傾向は示されているも

のの、それぞれが交際までのプロセスにどのような影響を与えるのかについての詳細な分析は不

足している。特に、各出会いのツールの交際プロセスの違いや、交際に至るまでの期間・過程に

関するデータは十分に検討されていない。そこで、本調査ではこれらの要素を明らかにすること

を目的として、以下のリサーチクエスチョンを設定する。 

 

（RQ1）恋活・婚活において、出会いのツールによって交際までのプロセスに変化は見られ

るのか。 

 

具体的には、①出会いのツールの利用開始から交際相手／結婚相手と出会う（マッチングする）

までの期間、②出会い（マッチング）から交際に至るまでの期間、③出会いのツール利用を通し

て実際に会った人数を調査し、ツールごとの特徴を検討する。 
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図１：出会い支援サービス 

 

出典：テクテク株式会社（2019年８月１日） 

 

表１：カオスマップ大分類情報 

オンライン恋活・婚活 

マッチングサービス 

インターネットを通じて出会いを提供するサービス（左上） 

結婚相談所関連サービス 結婚相談所形態のサービス（左下） 

自治体サービス 
地方自治体が提供するサービス。ここでは各都道府県営のもの

を掲載（右上） 

情報サイト 
出会い支援につながるようなメディア等の情報サイトサービス

（右真ん中） 

恋活・婚活イベント 主にオフラインのイベントやパーティーサービス（右下） 

代理婚活 主に親御さんによる代理婚活支援サービス（真ん中下） 

相席居酒屋 

シングルスバー等 

婚活や恋活目的の人に、飲食しながらのマッチング機会を提供

する店舗サービス等（右下） 

相談等 
直接のマッチングではなく、恋愛や婚活についての相談に応じ

るサービス（右上） 

出典：テクテク株式会社（2019年８月１日） 
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４． 未婚者の居住環境と出会いのツール選択 

未婚化をめぐる議論の中で、親との同居は重要な要素の１つとして挙げられる。山田（1999）

が提唱した「パラサイトシングル」という概念は、親と密接に同居し続ける未婚者を指し、近年

この傾向が増加している。その背景には、親世代の平均寿命の伸びが影響しており、結婚せずに

未婚を選択しても、帰る家に家族がいるという安心感が大きいと指摘されている（山田, 2024）。

このような状況は、未婚者にとって経済的・精神的な安定をもたらし、結婚を急ぐ必要性を低下

させる要因にもなっている。そのため、親との同居は、現代の結婚観や婚活のあり方に影響を与

える要因の１つと考えられる。 

また、居住環境は恋活・婚活の進め方にも影響を与えると考えられる。例えば、親と同居して

いる場合、自由に異性と交流する機会が制限されるが、経済的な余裕があるため結婚を急ぐ必要

がなく、婚活に対するモチベーションが異なる可能性がある。一方、一人暮らしをしている場合

は、親と同居している人に比べて自主的に出会いを求める傾向が強まり、より積極的に出会いの

ツールを活用することが考えられる。特に、親と同居する未婚者は、対面型の出会いの場に参加

するハードルが高くなる可能性があるのに対し、一人暮らしの未婚者は、時間や場所の自由度が

高いため、マッチングアプリや婚活パーティーなどのツールを選びやすいと考えられる。 

そこで、本研究では、出会いのツール利用者の居住環境を調査し、それがツール選択にどのよ

うな影響を与えるのかを明らかにすることを目的とし、以下のリサーチクエスチョンを設定する。 

 

（RQ2）恋活・婚活において、未婚者の居住環境は、出会いのツール選択にどのような影響

を及ぼすのか。 

 

５． 未婚者のコミュニケーションスタイルと出会いのツール選択 

上述のように、出会いのツールにはマッチングアプリ、結婚相談所、婚活パーティー、友人・

知人の紹介など、さまざまな形式が存在する。それぞれの出会いには異なるコミュニケーション

の特徴があり（友池, 2021, 2023）、利用者の話しやすさの傾向、対話のスタイル、自己表現の方法

によって選択の傾向が異なる可能性がある。例えば、初対面の相手と話すことが得意な人は、婚

活パーティーや結婚相談所など対面型のサービスを選びやすい一方で、苦手な人はマッチングア

プリなどメッセージ中心のオンラインサービスを好む傾向があると考えられる。 

また、１対１の会話よりも複数人での会話を好む人は、街コンなどグループでの交流を重視す

るサービスを利用しやすく、逆に１対１の会話を好む人は、マッチングアプリや結婚相談所など

個別のマッチングが前提のサービスを選ぶ可能性が高い。さらに、過去の恋愛において誰かに相

談することが多かった人は、結婚相談所や友人・知人の紹介といった第三者のサポートがあるサ

ービスを好む傾向があるのに対し、相談することが少なかった人は、自分のペースで活動できる

マッチングアプリなど、個人主体のサービスを選びやすいと考えられる。 

このように、利用者のコミュニケーションスタイルが出会いのツール選択にどのような影響を

及ぼしているのかを明らかにすることは、未婚者の恋活・婚活の実態を理解する上で重要である。

そこで本調査では、以下のリサーチクエスチョンを設定し、出会いのツール選択と利用者のコミ

ュニケーションスタイルの関連性を検討し、未婚者の恋活・婚活における行動パターンを明らか

にすることを目指す。 
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（RQ3）恋活・婚活において未婚者のコミュニケーションスタイルは出会いのツール選択

にどのような影響を及ぼすのか。 

 

本研究では、過去の研究（友池, 2021, 2023）や恋愛・婚活における実践的観察に基づき、①初

対面の相手との対話に対する得意・不得意、②１対１と複数人での会話のどちらを好むか、③恋

愛や人間関係において第三者に相談する傾向の有無の３点をコミュニケーションスタイルとして

捉え、出会いのツール選択との関連を検討する。 

 

６． 調査方法 

本研究では、2023年３月 31日から４月１日にかけて、結婚相談所「パートナーエージェント」

を運営するタメニー株式会社（本社：東京）の協力のもと、「自律的な出会いのきっかけ（ツール）」

に関する調査を実施した。調査対象は、自らの意思で出会いの手段を選び、行動する「自律的出

会い」を通じて恋人または結婚相手と出会った 20〜44歳の男女であり、133名（男性 70名、女性

63名、平均年齢 32歳）から回答を得た。 

有効な回答を精査した結果、最終的に 124 名のデータを分析対象とした。主な出会いのツール

として、「マッチングアプリ」（n=56；男性 30名、女性 26名）、「友人・知人の紹介」（n=26；男性

14名、女性 12名）、「結婚相談所」（n=13；男性７名、女性６名）、「婚活パーティー」（n=12；男性

10名、女性２名）を対象とし、さらに「街コン」（n=7；男性３名、女性４名）、「合コン」（n=5；

男性１名、女性４名）、「その他」（n=5；男性０名、女性５名）、「わからない／答えたくない」（n=9；

男性５名、女性４名）を含めた全体の結果を集計した。 

アンケートでは、出会いのツールの選択と交際までのプロセス、ツール利用時の居住環境、そ

して利用者のコミュニケーションスタイルとの関連を明らかにすることを目的に、以下の項目を

設定した。 

 

出会いのプロセスに関する質問 

1. ツール利用開始からマッチングまでの期間 

出会いのツールを利用し始めてから、現在の交際相手／結婚相手と出会う（マッチする）ま

でにどのくらいの期間がかかりましたか？（「１カ月未満」〜「２年以上」の中から選択） 

2. マッチングから交際開始までの期間 

現在の交際相手／結婚相手と出会って（マッチして）から、交際（お付き合い）に至るまで

にどのくらいの期間がかかりましたか？（「１カ月未満」〜「２年以上」の中から選択） 

3. 交際に至るまでに実際に会った人数 

出会いのツールを利用し始めてから現在の交際相手／結婚相手と交際に至るまでに、何人と

実際に会って話す機会がありましたか？（「１人」〜「８人以上」の中から選択） 

 

利用者の居住環境に関する質問 

4. ツール利用開始時の居住環境 

出会いのツールを使い始めたとき、あなたはどのような環境で暮らしていましたか？（「実家

暮らし」、「一人暮らし」、「寮・シェアハウス」の中から選択） 
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利用者のコミュニケーションスタイルに関する質問 

5. 対人コミュニケーションの特徴 

性格・コミュニケーションスタイルについて、あなた自身に最も当てはまる選択肢をそれぞ

れ選んでください。（「かなり当てはまる」〜「全く当てはまらない」の５件法） 

• 「初対面の相手と話すことは得意だ」 

• 「１対１での対話より複数人で集まって会話をする方が好きだ」 

• 「過去の恋愛は誰かに相談することが多かった」 

 

７． 結果と考察 

 

７．１．出会いのツールと交際までのプロセスの違い（RQ1） 

本研究では、出会いのツールごとに、ツール利用開始から交際相手／結婚相手と出会う（マッ

チング）までの期間、出会い（マッチング）から交際開始までの期間、ツール利用開始から現在

の交際相手／結婚相手と交際に至るまでの間に利用サービスを通して実際に会った人数に着目し、

交際までのプロセスに違いがあるかを検討した。 

 

７．１．１． ツール利用開始からマッチングまでの期間 

出会いのツールを利用し始めてから現在の交際相手／結婚相手と出会う（マッチする）までの

期間について分析した結果（図２）、ツールごとに期間のばらつきが見られた。ただし、統計的検

定は行っておらず有意差の有無は不明であるため、本結果は参考程度にとどまる。 

 

図２：ツール利用開始からマッチングまでに要した期間（出会いのツール別） 

 

 

結婚相談所や婚活パーティーでは、マッチングに至るまでの期間が長い傾向が示された。特に

結婚相談所では、ツール利用開始からマッチングに至るまでに半年以上かかる割合が他のツール

よりも高く、婚活パーティーにおいても半年以上を要する利用者が一定数存在していた。このこ

とは、結婚相談所や婚活パーティーの利用者が、恋愛関係の形成よりも結婚を最終目的としてい
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るため、相手選びに慎重になりやすいことを反映していると考えられる。 

これに対し、マッチングアプリや友人・知人の紹介では、比較的短期間でマッチングが成立す

る傾向が見られた。特にマッチングアプリでは、３カ月未満でマッチングするケースが多く、他

のツールと比べて効率的に候補者を選択できる仕組みが整っていることがうかがえる。この傾向

は、Rosenfeldら（2019）が指摘するように、インターネットの普及により、対面での出会いと比

較して多くの候補者を短期間で検討し、効率的に選択するプロセスが促進されていることを支持

する結果といえる。 

また、株式会社エウレカ（本社：東京）が運営するマッチングアプリ「Pairs（ペアーズ）」の公

式ウェブサイトでは、「年齢、居住地など基本項目以外にも、結婚への意思、お酒、タバコなど細

かい項目で検索できます」と明記されており、詳細な検索設定によって利用者が短期間で自分に

適した相手を見つけやすくなっていることが示唆される。 

さらに、Heino ら（2010）が提唱する relationshopping の概念においても、マッチングアプリの

利用者が複数の候補者のプロフィールを比較しながら選択することで、迅速に相手を見極める傾

向があることが指摘されており、本研究の結果とも整合する。 

さらに、Heino ら（2010）が提唱する relationshopping の概念においても、マッチングアプリの

利用者が複数の候補者のプロフィールを比較しながら選択することで、迅速に相手を見極める傾

向があることが指摘されており、本研究の結果とも整合する。 

ただし、マッチングに至るまでのプロセスや「マッチング」という言葉の意味は出会いの形式

によって異なるため、結果の解釈にあたっては慎重さが求められる。本調査では、出会いやマッ

チングの成立を回答者が自身の判断で記述しているため、ツールごとにその判断基準やタイミン

グに違いがある可能性がある。 

一般的には、マッチングアプリでは自分が「いいね」を送り相手からも「いいね」が返され会

話が始められる状態がマッチングとされ、結婚相談所ではプロフィールを見てお見合いを申し込

み相手から承諾された時点がマッチングとされ、婚活パーティーでは当日の対面コミュニケーシ

ョンを通じて印象や反応に基づいてマッチングの可否が判断される場合が多い。このように、ツ

ールごとにマッチングの定義や成立プロセスが異なるため、単純にマッチングまでの期間を比較

することには限界がある。今後は、各ツールにおけるマッチングの意味をより精緻に捉えた上で、

出会いから関係形成に至る過程をより包括的に検討する必要がある。 

以上の結果から、結婚を前提とした関係構築を求める結婚相談所や婚活パーティーでは、慎重

な相手選びのためマッチングに時間を要する傾向があるのに対し、マッチングアプリでは、オン

ライン上での効率的な選択プロセスを通じて、短期間でマッチングが成立しやすいことが示され

た。 

 

７．１．２． マッチングから交際開始までの期間 

次に、マッチングから交際開始までに要した期間について分析を行った（図３）。 

全体の結果を見ると、参加者の６割以上が出会って（マッチして）から３カ月以内に交際に至

っており、交際の進展が早いことが示された。この結果は、交際の意図が明確である自律的出会

いでは自然な出会いと比較して関係構築のプロセスが短縮されやすいとする友池（2021）の研究

結果とも一致している。 
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図３：マッチングから交際開始までに要した期間（出会いのツール別） 

 

 

ツールごとの分析の結果、交際開始までの期間にはツールごとの違いが見られた。全体として、

結婚相談所や婚活パーティーでは短期間で交際に至るケースが多い一方で、友人・知人の紹介で

は交際開始までに時間を要する傾向が示された。 

結婚相談所では、マッチングから１カ月以内に交際に至る人が全体の３割を占めており、迅速

に関係が進展しやすいことが確認された。これは、利用者が結婚を強く意識しているため、相性

が良いと判断した場合には速やかに交際へと進むが、相性が合わないと感じた場合には早い段階

で関係を解消する傾向があるためと考えられる。ただし、結婚相談所における「交際」は一般的

な恋愛交際とは異なる点に注意が必要である。例えば、結婚相談所「パートナーエージェント」

では、交際には「仮交際」と「本交際」の二段階があるとされ、仮交際の段階では複数の相手と並

行して関係を築くことが可能である（パートナーエージェント, 2018）。この仮交際期間は、お見

合い後に相手を見極めるプロセスとして設けられており、複数の候補者と関係を進めながら相性

を確認することが推奨されている。そのため、本調査における結婚相談所利用者の「交際開始」

には、この仮交際の段階が含まれている可能性があり、他のツールでの交際開始とは異なる意味

を持つ可能性がある。 

婚活パーティーも結婚相談所と同様に、交際に至るまでの期間が比較的短い傾向が見られた。

婚活パーティーでは、結婚を前提とした交際を希望する参加者が集まり、当日参加した異性全員

と会話できる形式が多いため、第一印象や直感を基に交際の可能性を判断しやすい（オミカレ、

n.d.）。また、年齢や職業、趣味などの条件で出会いを選べる仕組みが整っており、希望に合った

相手と効率的にマッチングできるため、交際の進展が促進される傾向がある（オミカレ, n.d.） 

反して、交際開始までに最も時間を要していたのは友人・知人の紹介であった。友人・知人の

紹介を通じて交際または結婚に至った人のうち、約３割が半年以上の時間を経て交際を開始して

いた。この傾向は、紹介時点では恋愛関係を前提としておらず、友人関係を築いた上で恋愛関係

に発展したケースが含まれていた可能性も考えられる。その場合、恋愛感情が芽生えるまでに一

定の時間がかかり、半年以上にわたって交友関係を維持したのちに交際が始まるケースも想定さ

れる。このようなプロセスはマッチングアプリや婚活パーティーのように恋愛や結婚を目的とし

18.2

30.8

23.1

23.6

24.2

27.3

23.1

11.5

20.0

19.4

18.2

7.7

15.4

25.5

18.5

9.1

15.4

15.4

7.3

10.5

9.1

7.7

3.8

7.3

7.3

9.1

3.8

9.1

5.6

7.7

15.4

3.6

7.3

9.1

7.7

11.5

1.8

4.8

1.8

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

婚活パーティー

結婚相談所

友人・知人の紹介

マッチングアプリ

全体

１カ月未満 １カ月以上～２カ月未満 ２カ月以上～３カ月未満

３カ月以上～４カ月未満 ４カ月以上～５カ月未満 ５カ月以上～６カ月未満

６ヶ月以上〜１年未満 １年以上〜２年未満 ２年以上



121 

た出会いとは異なり、より自然な形で関係が発展していく傾向を示唆している。ただし、こうし

た出会いの背景や交際開始までのプロセスの詳細については本調査では十分に把握できていない

ため、今後は聞き取り調査などの質的研究を通じて関係発展の過程や出会いの文脈をより深く検

討する必要がある。 

これらの結果から、交際開始までの期間の違いは、利用者の目的意識や出会いのプロセスに大

きく影響されることが示された。結婚相談所や婚活パーティーのように、結婚を強く意識したツ

ールでは短期間で交際が始まりやすいのに対し、友人・知人の紹介のようなツールでは、恋愛に

発展するまでに時間を要するケースが多いことが明らかとなった。 

 

７．１．３． 交際に至るまでに会った人数 

さらに、交際に至るまでに実際に会った人数についてもツールごとに分析を行なった（図４）。

結果を見ると、出会いのツールごとに、交際に発展するまでに対面する人数には明確な違いが見

られた。 

 

図４：ツール利用開始から交際に至るまでに実際に会って話をした人数（出会いのツール別） 

 

 

結婚相談所では、交際までに５人以上と対面するケースが多く、慎重に相手を選ぶ傾向がある

ことが示された。これは、結婚相談所が利用者に対して積極的な出会いの機会を提供し、複数の

候補者とお見合いを行いながら最適な相手を見極めるよう推奨しているためと考えられる。 

一方、婚活パーティーでは、一度のイベントで多くの異性と対面する機会が提供されるものの、

交際に至るまでに実際に会う人数は結婚相談所ほど多くはなかった。この結果は、婚活パーティ

ーでは初対面での印象が重要視され、短時間の交流の中で興味を持った相手と再度会う機会が限

られることが影響していると考えられる。すなわち、婚活パーティーでは多数の異性と会話する

ものの、その後の関係が発展するかどうかは初期の印象による選別が大きな役割を果たしている

可能性がある。 

また、マッチングアプリや友人・知人の紹介では、交際に至るまでに会う人数が比較的少ない

傾向が見られた。特に友人・知人の紹介では、１〜２人と会った段階で交際に至る割合が高かっ

た。これは、紹介者が利用者の性格や価値観をよく理解した上で相性の良い相手を紹介している

ため、初めから関係を築きやすい相手と出会うことができ、交際に至るまでの時間や労力が軽減
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されるためと考えられる。 

マッチングアプリでは、マッチする数は多いものの、実際に対面するまでに至るケースが限定

されることが特徴的であった。オンライン上で簡単にマッチングできる仕組みが整っているが、

実際に会うには一定の心理的ハードルがあり、その結果として対面に至る人数が限定される傾向

がある。この背景には、マッチング後にやり取りが途絶える、いわゆる ghosting（ゴースティング）

の現象が関係している可能性がある。 

ghostingとは、友人や交際相手とのすべての連絡を事前の警告や説明なしに突然断ち切り、電話

やメッセージの無視、ソーシャルメディア上での接触回避、さらには対面での意図的な回避とい

った行動をとることを指す（Urban Dictionary, n.d.）。この現象について、Šiša（2024）は、マッチ

ングアプリ「Tinder（ティンダー）」の利用者を対象とした調査において、ghosting が「an undesirable 

but normalized disconnection strategy（望ましくないが一般化した切断戦略）」（p.2）として機能して

いることを明らかにした。ghostingは、ハラスメントや心理的負担を避ける自己防衛手段として、

またはアプリ内の過剰な情報量や絶え間ないやり取りの負担を軽減する手段として発生し、前者

では不快なやり取りやしつこいメッセージを回避する目的で、後者では多くのユーザーとの同時

並行的なコミュニケーションの中で優先度の低い相手とのやり取りを自然に終了させる方法とし

て用いられる（Šiša, 2024）。このように、ghostingは単なる無責任な行為ではなく、ユーザーがデ

ジタル環境の負荷を管理するための適応的な戦略としても機能していると考えられる。 

これらの結果から、交際に至るまでに対面する人数の違いは、出会いのツールの特性や、それ

ぞれのプロセスにおける心理的・社会的要因の影響を受けることが示唆された。結婚相談所では、

積極的に複数の異性と会うことが奨励されているため、対面の機会が多くなる。対照的に、友人・

知人の紹介では、信頼できる第三者が関与することで、少ない対面回数で交際が成立しやすい傾

向が確認された。また、マッチングアプリでは、多くのマッチングが発生するものの、対面に至

るケースは比較的少ないという特徴が見られた。 

上記の分析から、出会いのツールごとに交際までのプロセスが異なることが明らかになった。

結婚相談所や婚活パーティーでは、マッチングまでの期間が長く、複数の候補者と対面しながら

慎重に相手を選ぶ傾向が見られた。他方、マッチングアプリでは短期間でマッチングが成立する

ものの、実際に対面するまでのプロセスには一定のハードルがある。友人・知人の紹介では、少

ない対面回数で交際に至るケースが多く、紹介者の仲介による相性の考慮が影響していると考え

られる。 

これらの結果から、出会いのツールの特性が交際までのスピードや関係構築のプロセスに大き

く影響を与えていることが示された。Rosenfeld（2017）が指摘するように、インターネットの普

及により恋愛関係の形成プロセスは変化しており、ツールの選択が交際の進展に関わる重要な要

素となっている。 

 

７．２．利用者の居住環境が出会いのツール選択に及ぼす影響（RQ2） 

今回、利用者の居住環境について調査を行ったところ、未婚者全体の傾向と比較して、恋活・

婚活を積極的に行う層の特徴が明らかになった（図５）。 
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図５：利用者の居住環境（出会いのツール別） 

 

 

国立社会保障・人口問題研究所（2022）の調査によると、未婚者のうち男性の 65.9%、女性の

72.1%が親と同居しているとされている。この数字に対し、本調査における実家暮らしの割合は

40.5%にとどまっており、未婚者全体と比較すると、自立した生活を送っている割合が高いことが

示された。これは、恋活・婚活を積極的に行なっている層では、親元から離れて生活しているケ

ースが多く、経済的・社会的な自立度が高い可能性を示唆している。 

また、出会いのツールごとに居住環境を比較すると、統計的検定は行っていないため断定はで

きないが、出会いのツールごとに居住環境に関する一定の傾向が示唆された。結婚相談所の利用

者は、１人暮らしの割合が 61.5%と最も高く、他のツールと比較して自立した生活を送っている

割合が顕著であった。結婚相談所の利用者は、結婚を真剣に考えている層が多いことから、経済

的・生活的に自立した状態で婚活を進めている可能性が高いと考えられる。これは、結婚相談所

が結婚を前提とした交際を望む人をターゲットにしていることと一致しており、利用者が結婚生

活に向けた準備が整っている傾向を反映していると考えられる。 

また、婚活パーティーの利用者は、寮やシェアハウスで暮らしている割合が 16.7%と、他のツー

ルの利用者と比較して最も高かった。これは、共同生活を通じて日常的に他者と交流する機会が

多いことが影響している可能性がある。シェア居住に関する研究では、共用空間での会話や交流

が居住者の社会的ネットワーク形成に寄与することが示されており（司馬・三好・木多, 2019）、

こうした環境に慣れている人は新しい出会いに対する抵抗感が低いと考えられる。そのため、婚

活パーティーのように短時間で初対面の相手と対話する形式の出会いに適応しやすい傾向がある

のかもしれない。 

マッチングアプリの利用者に関しては、１人暮らしの割合が 58.5%と比較的高く、結婚相談所

に次ぐ水準であった。一方で、実家暮らしの割合も 37.7%と比較的多く、幅広い層が利用している

ことが示唆された。マッチングアプリは、対面での交流が前提となるツールと異なり、オンライ

ン上で気軽に異性とつながることができるため、居住環境に関わらず利用しやすい特性があると

考えられる。 

友人・知人の紹介による交際者は、実家暮らしの割合が 53.8%と最も高かった。これは、地元に

留まることで学生時代の友人などとのつながりが維持され、交際相手を紹介してもらう機会が増

えることが影響している可能性がある。特に、長年の友人関係を通じて信頼できる相手と出会う
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ケースや、親や親族の紹介を介した縁談など、地域や人間関係のネットワークを活用した出会い

の形が特徴的であると考えられる。 

以上の結果から、利用者の居住環境は、どの出会いのツールを選択するかに影響を与えている

可能性が示唆された。結婚相談所の利用者は経済的・生活的に自立した人が多く、婚活パーティ

ーの利用者は社交的な環境に慣れている傾向があり、友人・知人の紹介では実家暮らしの割合が

高いことが特徴的であった。これらの違いは、それぞれの出会いのツールが持つ性質や、利用者

が求める関係性の違いを反映していると考えられる。 

 

７．３． 利用者のコミュニケーションスタイルがツール選択に及ぼす影響（RQ3） 

本調査では、利用者のコミュニケーションスタイルがどのように出会いのツールの選択に影響

を与えているかを検討した。出会いの場では、初対面の相手と話すことへの自信や、１対１とグ

ループでの会話のどちらを好むか、また恋愛に関する相談をするかどうかといった個々の対人ス

タイルが、ツールの選択に関係している可能性がある。本セクションでは、これらの要素につい

て分析し、ツールごとの特徴を明らかにする。 

 

７．３．１．初対面の会話への自信 

利用者のコミュニケーションスタイルの一側面として「初対面の相手と話すことは得意だ」と

いう項目への回答を分析し、出会いのツールごとにどのような違いがあるのかを検討した。その

結果、ツールごとに初対面の相手との会話に対する自信の有無に違いが見られた（図６）。 

 

図６：「初対面の相手と話すことは得意だ」の項目に対する回答（出会いのツール別） 

 

 

最も顕著な特徴が見られたのは婚活パーティーの利用者であり、「かなり当てはまる」（33.3%）

と「当てはまる」（41.7%）の合計が 75%に達した。他のツールと比較して、最も初対面の相手と

話すことに対して肯定的な回答を示している。この結果は、婚活パーティーが短時間で複数の異

性と対面し、積極的に会話を行うことが求められる形式であることと関係していると考えられる。

限られた時間内で相手に自分を印象づける必要があるため、初対面の相手との会話に積極的であ

ることが、婚活パーティー利用者の特徴として浮かび上がった。 

次に、マッチングアプリの利用者は「かなり当てはまる」（26.8%）と「当てはまる」（26.8%）

の合計が 53.6%と、婚活パーティーの利用者よりは低いものの、比較的高い割合を示した。ただ
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し、「当てはまらない」（21.4%）の割合も高く、対面での会話に苦手意識を持つ人も一定数含まれ

ていることが特徴的である。この結果は、マッチングアプリがオンライン上でメッセージのやり

取りを行った後に対面する形式であるため、初対面の会話に自信がない人でも利用しやすいツー

ルであることを示唆している。しかし、初対面の会話に積極的な人も一定数存在しており、多様

なコミュニケーションスタイルの人が利用していることがわかる。 

結婚相談所の利用者は「かなり当てはまる」（23.1%）と「当てはまる」（23.1%）の合計が 46.2%

となり、婚活パーティーやマッチングアプリの利用者よりも初対面の会話に自信がある割合が低

いことがわかった。また、「どちらでもない」（30.8%）の割合が比較的高く、「当てはまらない」

（15.4%）や「全く当てはまらない」（7.7%）と回答した割合も他のツールと比べて高かった。こ

のことから、結婚相談所の利用者には、初対面の会話に対して積極的ではない人が一定数含まれ

ていることがわかる。結婚相談所では仲介者が相手を紹介し、事前にプロフィールを確認できる

ため、初対面の会話があまり得意でなくても利用しやすい仕組みになっている可能性がある。 

最も初対面の会話に自信がない人が多かったのは、友人・知人の紹介の利用者であった。「かな

り当てはまる」（19.2%）と「当てはまる」（30.8%）の合計が 50%と、結婚相談所とほぼ同じ水準

である一方、「当てはまらない」（11.5%）や「全く当てはまらない」（15.4%）と回答した割合が結

婚相談所よりもやや高かった。これは、友人・知人の紹介では信頼できる第三者を介して相手と

出会うため、初対面の会話にあまり自信がない人でも比較的リラックスしてコミュニケーション

を取れることを示唆している。また、事前に相手の情報がある程度共有されるため、初対面での

会話に対する不安が軽減される可能性がある。 

以上の結果から、出会いのツールごとに初対面の相手との会話に対する得意・不得意の傾向に

違いがあることが明らかになった。婚活パーティーの利用者は初対面の会話に積極的な人が多い

のに対し、結婚相談所や友人・知人の紹介の利用者は必ずしも初対面の会話に自信があるわけで

はないことが示唆された。また、マッチングアプリの利用者は、初対面の会話が得意な人と苦手

な人の両方が含まれており、多様なコミュニケーションスタイルを持つ人が利用していることが

わかった。 

 

７．３．２． グループ対話の志向 

続いて、利用者の対話スタイルの特徴を把握するために、「１対１での対話より複数人で会話す

る方が好きだ」という項目への回答を分析した（図７）。その結果、出会いのツールごとに、グル

ープでの会話を好む傾向に違いが見られることが明らかになった。 

最も顕著な特徴が見られたのは婚活パーティーの利用者であり、「かなり当てはまる」（41.7%）

と「当てはまる」（25.0%）の合計が 66.7%に達し、他のツールと比較して最も高い割合を示した。

これは、婚活パーティーでは基本的に１対１での会話が中心となるものの、短時間で多くの異性

と次々に対話を行う形式であるため、社交的な環境に慣れている人や、多くの人と出会うことに

積極的な人が参加しやすいことと関係していると考えられる。そのため、1 対 1 の会話に限定さ

れず、多くの人と交流することに前向きな傾向がこの結果につながっていると考えられる。 

一方、結婚相談所の利用者は「かなり当てはまる」（15.4%）と「当てはまる」（7.7%）の合計が

23.1%と、婚活パーティーの利用者と比較して大幅に低い割合となった。さらに、「どちらでもな

い」（38.5%）の割合が最も高く、「当てはまらない」（15.4%）や「全く当てはまらない」（23.1%） 
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図７：「１対１での対話より複数人で会話する方が好きだ」の項目に対する回答 

（出会いのツール別） 

 

 

と回答した割合も他のツールと比べて高かった。このことから、結婚相談所の利用者は、グルー

プでの会話よりも１対１でじっくりと相手と向き合うスタイルを好む傾向があることが示唆され

る。結婚相談所では、個別のお見合いを経て交際に発展する形式であるため、グループでの会話

よりも、1対 1の関係構築を重視する人が多い可能性がある。 

次に、友人・知人の紹介の利用者は「かなり当てはまる」（11.5%）と「当てはまる」（23.1%）

の合計が 34.6%となり、結婚相談所よりはグループでの会話を好む人が多いものの、婚活パーテ

ィーの利用者と比較すると低い割合にとどまった。また、「どちらでもない」（46.2%）の割合が高

く、グループでの会話を好むかどうかは利用者ごとに異なることが示された。この結果は、友人・

知人の紹介による出会いが、状況に応じて１対１の対話とグループでの会話の両方が求められる

ため、利用者の傾向が分散していることを反映していると考えられる。 

最後に、マッチングアプリの利用者は「かなり当てはまる」（10.7%）と「当てはまる」（23.2%）

の合計が 33.9%となり、友人・知人の紹介とほぼ同じ水準であった。しかし、「当てはまらない」

（25.0%）や「全く当てはまらない」（14.3%）と回答した割合が比較的高く、１対１の会話を好む

人も一定数含まれていることが特徴的である。この結果は、マッチングアプリが基本的に１対１

のメッセージのやり取りを通じて関係を築く形式であるため、グループでの会話よりも個別のや

り取りを重視する人が多いことを示唆している。ただし、グループでの会話を好む人も一定数存

在し、マッチングアプリの利用者には多様な対話スタイルを持つ人が含まれていることがわかる。 

以上の結果から、出会いのツールごとにグループでの会話に対する好みが異なることが明らか

になった。婚活パーティーの利用者はグループでの会話を好む傾向が強いのに対し、結婚相談所

の利用者は１対１の対話を好む傾向が見られた。また、友人・知人の紹介やマッチングアプリの

利用者は、グループでの会話と１対１の会話のどちらも一定数の支持を集めており、多様な対話

スタイルが見られることが示された。 

 

７．３．３． 恋愛相談の傾向 

最後に、利用者が過去の恋愛において他者に相談する傾向があるかを分析するために、「過去の

恋愛は誰かに相談することが多かったか」という項目への回答を分析した（図８）。その結果、出

会いのツールごとに相談行動に違いが見られることが明らかになった。 
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図８：「過去の恋愛は誰かに相談することが多かった」の項目に対する回答 

（出会いのツール別） 

 

 

最も相談する傾向が強かったのは友人・知人の紹介の利用者であり、「かなり当てはまる」（23.1%）

と「当てはまる」（15.4%）の合計が 38.5%となった。さらに、「どちらでもない」（34.6%）の割合

も比較的高く、過去の恋愛において誰かに相談するかどうかは人によって異なるものの、一定数

の利用者が他者に相談する傾向を持っていることが示唆された。この結果は、友人・知人の紹介

という出会いの形式が、信頼できる他者を介した関係構築であるため、利用者も恋愛に関して相

談しやすい環境にあることを反映していると考えられる。紹介者が共通の知人である場合、相談

を通じて相手の情報を得ることができるため、恋愛の進め方に関する不安を軽減する役割を果た

している可能性がある。 

次に、マッチングアプリの利用者も比較的相談する傾向が強く、「かなり当てはまる」（10.7%）

と「当てはまる」（35.7%）の合計が 46.4%に達しており、友人・知人の紹介とほぼ同程度の割合を

示した。しかし、「当てはまらない」（21.4%）や「全く当てはまらない」（7.1%）と回答した割合

も一定数存在し、マッチングアプリ利用者の中には他者に相談せずに恋愛を進める人もいること

がわかる。マッチングアプリでは、友人や知人を介さずに相手を選ぶため、恋愛に関する相談の

機会が少なくなる可能性があるが、オンラインの出会いに対する不安や疑問を解消するために、

友人や知人にアドバイスを求める人もいると考えられる。 

結婚相談所の利用者は「かなり当てはまる」（7.7%）と「当てはまる」（30.8%）の合計が 38.5%

と、友人・知人の紹介やマッチングアプリの利用者とほぼ同じ水準となった。しかし、「当てはま

らない」（30.8%）や「全く当てはまらない」（15.4%）と回答した割合も比較的高く、他のツール

と比較すると相談するかどうかの傾向が二極化していることが示された。この結果は、結婚相談

所が専任のカウンセラーを介して婚活を進める形式であるため、恋愛に関する相談をカウンセラ

ーにする人もいる一方で、第三者に相談せずに自分自身で判断する人も多いことを反映している

と考えられる。特に、結婚相談所では、婚活の進め方や相手選びの基準についてプロのアドバイ

スを受けることが可能なため、友人や家族に相談する必要性を感じない人も一定数いるのではな

いかと推測される。 

最後に、婚活パーティーの利用者は、最も相談する割合が低く、「かなり当てはまる」（8.3%）

と「当てはまる」（25.0%）の合計が 33.3%にとどまった。さらに、「どちらでもない」（50.0%）の

割合が最も高く、婚活パーティーの利用者は恋愛相談をするかどうかについて特に強い傾向を示
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さなかった。また、「当てはまらない」（8.3%）や「全く当てはまらない」（8.3%）の割合は他のツ

ールと比べると低いが、婚活パーティーの利用者は、相談するかどうかについて中立的なスタン

スを持つ人が多いことが示唆された。 

以上の結果から、恋愛相談の傾向は出会いのツールごとに異なり、友人・知人の紹介やマッチ

ングアプリの利用者は比較的他者に相談しやすい傾向がある一方で、結婚相談所や婚活パーティ

ーの利用者は相談するかどうかのスタンスが分かれる傾向が見られた。これは、出会いの形式や

婚活の支援体制の有無が恋愛相談の必要性に影響を与えていることを示唆している。 

 

８．おわりに 

本研究では、未婚者が利用する出会いのツールに着目し、ツールごとの交際プロセスの違いや

利用者の特性、コミュニケーションスタイルとの関連性を分析した。その結果、出会いのツール

は交際までのプロセスに大きな影響を与え、結婚相談所や婚活パーティーでは慎重に相手を選ぶ

ためマッチングまでに時間を要するのに対し、マッチングアプリでは短期間でマッチングが成立

するものの、対面に至るまでのハードルがあることが限定的ではあるが示唆された（RQ1）。また、

利用者の居住環境がツール選択に影響を与えており、結婚相談所の利用者は生活的に自立してい

る傾向があり、婚活パーティーの利用者は社交的な環境に慣れている傾向があり、友人・知人の

紹介の利用者は実家暮らしの割合が高いことが明らかになった（RQ2）。さらに、ツールの選択に

は利用者のコミュニケーションスタイルも関係しており、婚活パーティーの利用者は初対面の会

話に積極的な傾向があるのに対し、結婚相談所や友人・知人の紹介の利用者は必ずしもそうでは

ないこと、また、グループでの会話を好むか 1 対 1 の対話を好むかといった対話スタイルや、恋

愛相談の頻度にもツールごとの特徴が見られることが示された（RQ3）。 

これらの結果は、未婚者が自身の目的や特性に合った出会いのツールを選択するための示唆を

提供するものである。特に、出会いのプロセスにおける個人の対人スキルや環境要因の影響を考

慮することが、恋愛・婚活の成功につながる可能性が示唆された。しかし、交際が成立する全過

程において、具体的にどのようなコミュニケーションを経ながら関係構築を図っているのか、ま

た、ツールごとの対話の特徴が関係の発展にどのような影響を与えるかを探求するためには、イ

ンタビュー調査のような質的調査の実施と詳細な分析が必要である。 

今後の研究では、初対面の対話が交際の進展に果たす役割や、メッセージのやり取りの内容・

頻度が関係の持続性に及ぼす影響をより精緻に分析することが求められる。特に、オンラインと

オフラインでの初対面の印象形成における違いや、対話のスタイルが相手の評価に与える影響に

ついて、より多くのデータを用いた検討が必要であろう。 

また、本研究では「初対面の相手と話すことへの自信」、「１対１かグループでの対話の好み」、

「恋愛相談の傾向」に焦点を当てたが、より詳細なコミュニケーションスタイルとコミュニケー

ションスキルの違いが出会いのツールの選択や交際の進展にどのように関与するのかも、今後の

重要な研究課題となる。例えば、自己開示の度合いや自己呈示の方法、相手のメッセージの解釈

スキルが、異なるツール間で関係の発展にどのような効果を持つのかについての検討が求められ

る。特に、オンラインのやり取りでは、対面と比べて自己呈示を慎重に調整しやすい一方で、テ

キストベースのコミュニケーションでは相手の意図を正確に解釈することが難しくなる可能性が

ある。こうした違いが、初対面の印象形成や関係の進展にどのような影響を及ぼすのかについて、
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今後の研究でさらに明らかにする必要がある。 

このように、出会いの場における対話の特徴や、関係が発展する過程でのコミュニケーション

の影響をより詳しく分析することで、恋愛・婚活におけるコミュニケーションのあり方をより深

く理解することができる。今後の研究において、より詳細なコミュニケーション分析を通じて、

現代の出会いのあり方を包括的に捉えることが求められる。 

 

註 

1) 本研究は、愛知淑徳大学グローバル・コミュニケーション学部倫理委員会において審査を受け、承認されてい

る（承認番号：グロウコム通第 2021－2）。 

2) 本論文の内容は、共同研究を行ったタメニー株式会社が出しているプレスリリースでも結果をまとめて発表

している。本論文はプレスリリースでまとめられた結果にさらなる考察を加えたものである。 

3) 「自律的出会い」という表現は、リクルートブライダル総研（2017）で使われている表現で、「自ら出会いの

機会をつくり、出会いの場所を見つけること」（p.11）と定義づけられており、本調査では「恋愛交際を目的

に、異性と出会いの場に自分の身を置くことで生じる出会い」を指す。 

4) 国立社会保障・人口問題研究所（2022）は、「見合いで」および「結婚相談所で」と回答したものを「見合い

結婚」として分類している。 
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